
 
 

 

キャリア・サポーター養成講座 
学校法人・グループ・都道府県協会等での主催開催について 

 

ＴＣＥ財団では、本講座を学校法人やグループ、各都道府県の専修学校各種学校協会等が主催開

催できるよう、プログラムの提供と講師のご紹介を行っています。 

教職員が数多くおり、できるだけ数多くの教職員を受講させたいがＴＣＥ財団が東京・福岡で主

催する講座へ参加する場合の旅費や日程が都合に合わない場合や、都道府県協会等による地域内教

員研修の活性化等にご活用ください。 

以下は、平成 26年度に「学校法人・グループ・都道府県協会等による主催開催」をしていたた

だいた主催者の感想です。 

 

○法人・グループによる開催 
コア学園グループ本部 帯広コア学園 理事長 神山恵美子先生 

 

私自身が初期のタイミングでこの講座を受

講し、トレーナー研修経て財団のトレーナーと

して活動し、また学生用教材（やる気の根っこ）

の作成にもお声がけ頂き、本講座と学生用教材

への理解と有効性を深めておりましたため、本

講座の内容が現場の教職員に大変参考になる

と感じ、グループ内の会議等でこの講座の有効

性を伝えていましたが、正直あまり興味を持っ

てもらえなかったのが現実です。 

それでも自分自身が理事長を務める帯広校

や秋田校より財団主催の講座に数人が参加し、

また飯田校からは長野県協会の行った講座に

参加し、グループ内のキャリア・サポーターの

数もゼロではない状態ではありました。 

グループ内の受講者が増えなかった理由と

しては、私の力不足で講座の魅力を伝えきれな

かっただけではなく、この研修に受講するメリ

ット／アドバンテージが見いだせないのと、何

より経費がかかる事があげられると思います。 

地方の学校にとっては東京で 3 日間の研修

は、その参加費だけではなく、交通費や宿泊費

がかなりの負担になります。特に、財団主催の

講座はどうしても夏休み中に開催されるので、

「特割」といった航空券がなく、また日程的に

も前泊／後泊の両方を必要とする 4 泊 5 日の

講座参加となり、宿泊費だけではなく業務上も

参加が難しくなるということが考えられます。 

そのような中、2013年に私自身が東京と静

岡のある学校法人が主催する本講座のトレー

ナーを担当させて頂く機会を頂戴しました。特

に静岡の学校法人様の講座を担当させて頂い

た時に、学校を超えた想いの共有と、同じ法人

で同じ講座を受け、共に学生指導に向かうその

姿勢に感銘を受け、今までは様々な理由で開催

を伸ばしていた学園グループ内での講座開催

をしようと、強く決意を致しました。 

さて、私どもコア学園グループは、全国で 9

拠点 11校の専門学校の集まりで、9拠点はそ

れぞれ法人が別でありますが、ほぼ毎週テレビ

会議を使い情報交換等をしております。また、

年に 1度は校長事務長があつまる「校長事務長

会」と教務主任等現場の教職員が集まる「教職

員研修」を開催しています。特に教職員研修に

関しては、日頃の業務を鑑み、最近ではテレビ

会議を使ったセミナーや、1泊 2日東京で開催

される事が多かったのですが、今回はこの 3日

間の研修を、私が理事長を務める帯広で、私以

外のトレーナーに依頼する形で開催する事を

強行致しました。 

費用面を考えると、東京でかつ私がトレーナ

ーで開催すべきですが、あえて帯広で開催する

事により、（１）他の業務や視察等を入れず講

座に集中ができる（２）原則同じホテルで 2人

部屋にする事で学校間のコミュニケーション

が計れる（３）朝食／昼食／夕食全てを主催者

側である本部で準備をすることにより一体感

を持てる（４）私ではなく外部のトレーナーに

おねがいすることにより、本部の目を気にせず

自己開示しやすくなる、と言った効果の方が大

きいだろうと判断し、結果としてそれが全て期

待通り、いえ、期待以上の効果をもたらしまし

た。 

また、あえて夏休みではなく新年度が落ち着

くであろう GW 明けの 5 月中旬に開催した事

により、航空券等も安価で入手でき、滞在費に

関しても東京に比べかなり安い費用で帯広の

グレードの高いホテルを手配する事が可能と

なりました。 

実は講座前のやり取りから、半数以上の参加

者からは「義務感」「やらされ感」が伝わって



 
 

きましたが、講座がはじまってからは全てをト

レーナーにお任せすることにより、受講生のモ

チベーション、気持ちの変化を意識しました。

あえて私を含めて本部のスタッフが見学等を

する事も遠慮し、事務局として講座の始まりと

終わりの事務連絡は担当しましたが、備品を配

るといった講座中のトレーナーのサポートも

(事前にトレーナーとの確認をとった上で)受講

生に手伝ってもらうスタイルをとり、受講生と

トレーナーだけの空間を作ることを意識しま

した。勿論、昼食もあえて私を含めた本部スタ

ッフは一緒にとる事をせず、懇親会でもトレー

ナー中心となるよう心がけました。 

結果としては、参加者の満足度が非常に高く、

後日学内で実習を交えた報告会の実施や、「や

る気の根っこ（学生用教材）」を新たに 3 校で

導入するなど、効果は現れている事と思われま

す。また本部としても今までで一番手応えのあ

る研修でした。 

私の言葉よりも、現場の教職員の感想を、2

件抜粋してご紹介します。 

⚫ 現在は、学生との個人面談中で「傾聴」や

「質問の仕方」など意識しながら行ってい

る毎日です。今後はコミュニケーション授

業の担当教員、就職指導担当の教員とも連

携しながらより効果的な指導をしていきた

いと思っております。 

⚫ 今までは就職担当の先生に任せていた学生

の就職活動ですが、一緒になり学生の為に

サポートを行っています。一人ひとりに声

をかける事で見えていなかった学生の事が

分かってきます。講座でもありましたが、

学生が主役という事を常に考えてサポート

や話を聞くようにすることで講座を受ける

前と受けた後の学生へ対する自分の変化も

あることが分かります。今後も学んだ事を

活かして取り入れていきます！ 

 

最後に主催側としては、費用面等で毎年開催

は難しくても、せめて 3年に一度は同じスタイ

ルで実施をし、キャリア・サポーターの割合を

増やしていきたい、これが私の責務であると感

じているところです。その前にまずは、メーリ

ングリストやテレビ会議ステムを活用し、この

想いを共有し続けていきたいと思っています。 

以上 

 

 

○専修学校各種学校各都道府県協会等による開催 
一般社団法人岡山県専修学校各種学校振興会 会長 平田 眞一先生 

 

 岡山県専各では 3年連続してキャリア・サポ

ーター養成講座を開催してきました。当初この

講座が東京や大阪など一部の地域でのみ開催

されていたため、岡山から 3日間の研修に参加

するためには費用がかかり、県内での講座受講

生があまり多くなかったことから、岡山で開催

すれば多くの教員に受講してもらえるのでは

ないかと実施に踏み切りました。 

 岡山県専各ではこれまで教員向けの研修会

も実施してきましたが、多くは半日程度の実施

で知識を得る程度の研修でしかなく、本講座の

ような 3 日間の研修を行うことはありません

でした。専門学校の教員の質を高めることは岡

山県専各の目的でもあり、時代の変化とともに

学生の気質や教員の対応の変化など、新たな取

り組みとして実施する効果があると判断し、研

修予算を計上して少しでも参加者の負担を軽

くし参加しやすいよう設定しました。 

 実際に実施してみると定員一杯の参加者が

あり、現場の教員の意欲を感じることができた

ため、今年で 3回目の実施となりました。当初

予定していた県内の参加者だけでなく、他県か

らの参加者もあり、参加した教員にとって普段

接することのない他地域・他分野の教員ととも

にグループ学習したことは大変有意義なもの

でした。夏休みの暑い時期での実施でありまし

たが、参加された方の得るものは多かったよう

で、修了者の満足度は高いものがありました。 

 専門学校の教育は、知識を教えるだけではな

く学生に考えさせる必要があるため、これまで

教員は様々な場面で苦労をしてきていました

が、本講座は学生に考えさせる授業の展開を学

ぶことができるため、諸問題の解決や検討を行

う上で役立つ講座であったと思います。 

 本年度より職業実践専門課程認可が始まり、

専門学校教員に研修が義務づけられることか

ら、今後更に参加者は増加すると考えられ、実

際本年度の講座は参加をお断りしなければな

らない状況でした。研修を実施する準備を含め、

指導者や事務担当者は大変ではありますが、一

人でも多くの方に受講していただき、研修の成

果を広めていただくことが今後の専門学校の

発展につながるものと期待しております。 

  

 



 
 

学生の現状を受け止め「キャリア」について理解します。 

◇◇◇１日目◇◇◇ 

〇講座オリエンテーション 

１．若者を受け止めよう 

（１）デモンストレーション 

（２） 学生の現状点検 

２．仕事、キャリア、キャリア開発 

（１）私の履歴書 

（２）仕事の根っこ 

（３）なぜ働くのか 

学生のキャリアを効果的に支援する『キャリア・サポーター養成講座』のご案内 

キャリア・サポーター養成講座を開催しませんか？ 

 

・学校主催により研修会受講費削減！！ 
・コロナ禍における移動を伴わない『Ｓｔａｙ Ｓｃｈｏｏｌ』で受講が可能！！ 

・各都道府県実施による教職員同士の交流の場に！！

今、学生・生徒には将来、社会的・職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方

を実現するための力が求められています。学生のキャリア支援を充実させるため、教職員のキャリア・サポートマ

インドの養成が求められています。 

 

 

 

本講座は、キャリア・サポートを推進するために、教職員が持つべき態度や姿勢・考え方を養成する独自のプロ 

グラムで行われる研修です。開講２２年目、全国で約１，７００名のサポーターが活躍しています。 

🔷目的 

学生・生徒の職業観の醸成、職業人生の考え方などを側面支援し、学生・生徒自身が自立的に取り組み、決

定していくために、教職員に必要とされるマインド（態度や姿勢・考え方）や能力を養成することを目的とします。 

🔷特徴 

アクティブ・ラーニングの応用により、少人数のグループワークで、「主体的・対話的で深い学び」から多くの気 

づきを得ることを特徴としています。様々な学校の教職員の方とともにグループワークをすることで、学生に対

する心構えやコミュニケーションの方法を学び、講座修了後に実践できる研修です。 

🔷資格認定 

全プログラムに参加して、条件を満たせば「キャリア・サポーター」として認定されます。 

 

キャリア・サポーターとしての心構えと能力を身につけます 

キャリア・サポーター養成講座では、３日間の研修でキャリア・サポーターとしての心構え、および手法を身につ

けます。知識として身につけるだけではなく、キャリア・サポートを実践できるためのプログラムです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※受講終了後のレポート提出が、 

修了要件となっています。 

 

「自己理解」を通して、個性に合った支援のやり方を学びます。 

◇◇◇２日目◇◇◇ 

３．キャリア・サポートのためのコミュニケーションスキル 

（１）基本態度 

（２） 学生とのコミュニケーション 

４．自己理解の促進 

（１）自分らしさの気づき 

（２）キャリア・アンカーの考察 

（３）エゴグラムによる自己分析 

（４）検査フィードバックの留意点 

（５）ライフ・キャリア 

 

「仕事理解」で、職業選択のやり方を理解し、学内での 

支援方策を考えます。 

◇◇◇３日目◇◇◇ 

５．仕事理解とキャリア・ガイダンス 

（１） 職業興味と職業選択 

（２） 職業興味検査（VPI）の考察 

（３） 仕事理解とキャリア・ガイダンス 

６．キャリア・サポートの姿 

（１）どうするキャリア・サポート 

（２）実践を誓って 

〇全体を振り返って 

キャリア・サポートとは・・・ 

学生・生徒が自分自身のキャリア（仕事に関わる人生）を 

主体的に設計・選択・決定できるように支援すること 

 



 
 

講座の開催 

レポートを提出 

都道府県支部や学校単位で講座を開催できます 

 

 

学校主催の講座の流れ 

 

 

 
１．講座を立案し、財団事務局へ事業計画案を提出 

受講料・講師謝金等の設定を含む事業計画案を、講座実施一ヶ月半前までに財団事務所へご提出していただきます。「受

講料」は、財団事務局へ支払う審査・認定料、講師謝金（原則として税込２１０，０００円）・講師旅費（実費）を含めて設定して

ください。 

 

２．受講者を募集し、受講料を徴収（都道府県支部開催のみ） 
受講者の募集と、審査・認定料を含む受講料を徴収してください。１講座あたりの受講者数は、原則として８名以上２４名まで

とします。受講料は、主催団体において個別に設定してください。 

＜参考＞ 

 ※ (受講料TCE財団主催で教材費を含む場合)・・・１名６２，０００円、上記以外・・・１名９６，０００円  

  

３．講座を運営、講師謝金の支払い 
養成講座カリキュラムに基づき、２１時間（１日７時間×３日間）実施してください。キャリア・サポーターとして認定されるため

には、認定トレーナーによる講座２１時間の全課程受講が必修です。連続する３日間、または１日目の開講から３週間以内

に全課程を終了する日程で実施していただく必要があります。備品（文房具等）及び副教材は、主催者側で準備してくださ

い。 

主な副教材：「キャリア・アンカー Ⅰ セルフ・アセスメント」（１冊８３８円×人数分）   

 「VPI職業興味検査」問題・回答用紙（２０名分セット１１，０００円程度） 

 カード分類用ラベル(１講座分９，０００円程度） 

 

４．受講者レポートの提出 

全課程履修後、受講者「課題レポート」・「アンケート」を取りまとめ、財団事務局へ提出してください。 

「課題レポート」・「アンケート」の内容、取りまとめ方法は、財団事務局から連絡します。 

  

５．審査・認定・登録料の支払いと認定書の送付 

キャリア・サポーター審査・認定料（受講者１名につき１１，０００円）を本財団にお支払いいただきます。 

審査を経て本財団がキャリア・サポーターを認定した方には、本財団から主催団体に認定証を一括してお届けします。 

 

 

 

 

  
 

［お問合せ］ 

一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団＜略称：ＴＣＥ財団＞ 

（Association for Technical and Career Education） 

〒102-0073 東京都千代田区九段北4-2-25 私学会館別館 

TEL：03(3230)4814 FAX：03(3230)2688 

 

立案、 

計画案を提出 

受講生を 

募集 

認定証の 

配布 


